
た
、
豪
華
絢
爛
、
優
美
華
麗
な
お
経
で
す
。
蓮
台
経
は
、

一
字
一
字
が
蓮
の
花
の
上
に
書
か
れ
て
お
り
、長
寿
、豊
穣
、

一
門
繁
栄
を
願
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
獣
人
物
戯
画
絵
巻　

　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で

は
12
月
16
日
ま
で
、
京
都
・

高
山
寺
蔵
の
国
宝
『
鳥
獣

人
物
戯
画
』
甲
乙
丙
丁
巻

の
全
巻
を
展
示
す
る
「
鳥

獣
戯
画
が
や
っ
て
き
た
」

展
を
開
催
中
で
す
。

　

甲
巻
に
は
蓮
の
葉
と

蛙
、
猿
僧
正
と
蛙
観
音
が

蓮
の
花
を
供
え
た
仏
前
で

の
法
会
な
ど
戯
け
た
姿
が

擬
人
化
さ
れ
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
か
れ
る
本
巻
は
、
日

本
ア
ニ
メ
の
初
め
と
さ
れ

ま
す
。
平
安
末
〜
鎌
倉
初
期
の
傑
作
で
す
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
12
号
』
一
月
末
発
行
予
定

　

会
員
各
位
に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
『
蓮
文
化
だ
よ

り
12
号
』
は
、
一
月
末
発
行
予
定
で
編
集
中
で
す
。

　

今
回
は
19
名
よ
り
玉
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
寄

稿
は
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
ロ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
な
ど
の
国
々
を
三
ヶ
月
か
け
て
、
蓮
の
調
査
を
さ

れ
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人 G

rant M
itchell

（
中
国
名
＝

王
蓮
）
氏
の
調
査
報
告
で
す
。
ま
た
、
新
し
く
な
っ
た
武

漢
荷
花
園
（
旧
荷
花
中
心
）、
中
国
・
第
21
回
荷
花
展
、
吉

林
省
琿
春
市
の
野
生
蓮
、
韓
国
・
江
華
島
の
蓮
祭
り
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
野
生
蓮
な
ど
の
現
状
も
紹
介
し
ま
す
。

　

判
型
Ａ
４
判
、
40
ペ
ー
ジ
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
す
。
総

会
出
席
者
に
は
当
日
配
付
し
ま
す
。
欠
席
者
は
二
月
初
旬

発
送
の
予
定
で
す
。

新
会
員
紹
介
（
10
月
〜
11
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

M
asako  Villard    

ヴ
ィ
ラ
ー 

雅
子
（
画
家
）

  Les G
uignko 
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（
有
精
堂
）、『
中
世
王
朝
物
語
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
世

界
思
想
社
）
な
ど
多
数
。

蓮
の
カ
レ
ン
ダ
ー
頒
布

 

「
第
五
回
栃
木
花
蓮

写
真
展
」（
蓮
文
化

研
究
会
主
催
）
で
上

位
入
賞
作
品
と
宇
都

宮
で
宰
鳥
か
ら
「
蕪

村
」
に
改
名
し
た
、

俳
聖
・
与
謝
蕪
村
の

俳
句
を
組
合
わ
せ
た
、

２
０
０
８
年
版
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
宇
都
宮

城
跡
蓮
池
再
生
検
討

委
員
会
が
制
作
し
ま

し
た
。
頒
布
し
ま
す
。

　

版　

形　

Ａ
４
判
16
面
（
Ａ
３
判 

中
閉
じ
８
面
）

　

価　

格　

一
、〇
〇
〇
円　

送
料
込
み

　

申
込
先　

宇
都
宮
城
跡
蓮
池
再
生
検
討
委
員
会

　

電　

話　

０
２
８
‐
６
２
２
‐
５
８
７
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
８
‐
６
２
７
‐
０
２
６
９

　

問
合
せ
先　

印
南
洋
造
理
事
へ

　

電　

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
８
‐
６
６
３
‐
１
３
１
３

一
字
蓮
台
法
華
経

   
奈
良
の
大
和
文
華

館
で
は
、
12
月
24
日

ま
で
「
日
本
の
仏
教

美
術
‐ 
祈
り
の
象

形
‐
」
展
が
開
催
さ

れ
て
い
て
、
展
示
品

に
は
、
国
宝
・
一
字

蓮
台
法
華
経
普
賢
菩

薩
勧
発
品
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
平
安
時

代
の
装
飾
経
は
、
当

時
の
技
術
の
粋
を
結

集
し
贅
を
つ
く
し

　

師
走
に
な
り
、
な
に
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
蓮
文
化
研
究
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
月
に
は
総
会
が
あ
り
ま
す
、
是
非

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
蓮
通
信
37
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

第
10
回
蓮
文
化
研
究
会
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日　

時　

２
０
０
８
年
１
月
26
日
（
土
）

開　

場　

13
時

総　

会　

13
時
30
分
〜
14
時

　
　
　
　

引
き
続
き
蓮
の
情
報
交
換
会　

講
演
会　

15
時
00
分
〜
16
時
30
分　

講　

師　

神
野
藤
昭
夫
先
生
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
）

講　

演　
「
蓮
の
平
安
文
化
誌
」

会　

場　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館
６
階
第
７
会
議
室　

　
　
　
　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
二 

‐ 

三
七 

‐ 

四

　
　
　
　

電
話　

０
３ 
‐ 
３
９
８
０ 

‐ 

３
１
３
１

懇
親
会　

17
時
頃
よ
り
池
袋
近
く
の
居
酒
屋
で
新
年
の　

　
　
　
　

懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

会 　

費　

四
、〇
〇
〇
円

　

総
会
及
び
懇
談
会
に
ご
出
席
の
方
は
、
１
月
15
日
ま
で

同
封
ハ
ガ
キ
に
て
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

ご
欠
席
の
方
は
１
月
15
日
ま
で
に
、
同
封
の
委
任
状
に

ご
記
入
の
上
ご
返
送
下
さ
い
。
多
く
の
方
々
の
出
席
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
方
で
、
ま
だ
お
会
い
し
た
こ
と
の
な
い
方
が
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特
に
関
東
在
住
の
方
は
ご
出
席

下
さ
い
。
ま
た
遠
方
で
も
、
お
時
間
の
都
合
が
つ
き
ま
す

方
は
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

講
演
会　
『
紫
式
部
日
記
』
の
寛
弘
五
年
（
１
０
０
８
）
11

月
の
条
に
『
源
氏
物
語
』
が
登
場
し
て
２
０
０
８
年
で
千

年
で
す
。
同
書
に
は
「
梅う

め
が
え枝

」、「
鈴
蟲
」
な
ど
に
「
蓮
」

が
登
場
し
ま
す
。
講
演
で
は
平
安
時
代
を
基
盤
に
『
源
氏

物
語
』
や
他
の
古
典
作
品
に
「
蓮
の
花
」
が
、
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
、
お
話
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

講
師
紹
介　

神
野
藤 

昭
夫
（
か
ん
の
と
う　

あ
き
お
）

　

一
九
四
三
年
生
。
早
稲
田
大
学
卒
。
跡
見
学
園
女
子
大

学
国
文
学
科
教
授
。﹇
著
書
﹈『
散
逸
し
た
物
語
世
界
と
物

語
史
』（
若
草
書
房 

１
９
９
８
）﹇
編
書
﹈『
平
安
朝
物
語
』
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広
東(

カ
ン
ト
ン)

は
、
１
９
６
７
年
、
最
初
の
中
国
で
体
験
し

て
お
り
、
そ
の
後
も
何
度
か
訪
れ
て
い
ま
す
。
だ
が
三
水
と
い
う
地

名
は
、
不
明
を
恥
じ
る
よ
う
で
す
が
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
三
水
に
あ
る
「
荷
花
世
界
」
を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、

２
０
０
１
年
６
月
の
こ
と
。
そ
の
規
模
に
仰
天
し
た
こ
と
は
、「
蓮

通
信
」
４
号
に
報
告
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
触
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
、
広
東
的
、
蓮
藕
調
理
法
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
「
広
東
的
蓮
藕
」
の
料
理
で
す
。
三
水
の
荷
花
世
界
に
は
立

派
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
単
品
と

は
別
に
、
な
ん
と
「
蓮
づ
く
し
」
で
５
品
と
７
品
の
コ
ー
ス
が
あ
る

で
は
な
い
で
す
か
！　

わ
れ
ら
は
前
者
を
注
文
し
ま
し
た
。
そ
の
メ

ニ
ュ
ー
は
と
言
え
ば
：
舌
を
楽
し
ま
せ
る
前
菜
の
２
種
、
目
に
美
し

２
０
０
０
年
４
月
29
日
の
こ
と
で
す
。
レ
ン
コ
ン
は
乱
切
り
で
、
排

骨
よ
り
も
大
き
く
、
食
べ
る
と
糸
を
引
き
ま
す
（
納
豆
の
よ
う
に
）。

王
家
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
他
に
も
ご
馳
走
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
丼

ほ
ど
の
お
碗
の
蓮
藕
排
骨
湯
を
お
代
わ
り
し
ま
し
た
！　

こ
れ
に

は
、
ご
夫
妻
も
目
を
細
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

　

王
先
生
「
そ
ん
な
に
口
に
合
い
ま
す
か
！
」　　

　

張
女
史
「
日
本
は
お
魚
が
い
い
か
ら
、
排
骨
で
な
く
、
魚
で
作
っ

て
も
美
味
し
い
は
ず
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
（
Ｇ
）。

　

０
２
９

　

広
東
的
、
藕
調
理
法
？

　
「
広
東
の
三
水
に
、
花
蓮
の
本
格
的
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
あ
る
か

ら
、
一
度
ど
う
ぞ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
王
其
超
先
生
ご
夫
妻

で
し
た
。

蓮藕排骨湯

西
川
三
男
（
弁
護
士
）　

〒
一
八
一
‐　

〇
〇
一
三

　

東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
１

　

電 
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２
２ 

‐ 

４
９ 

松
本
典
子　

〒
二
三
六 

‐ 

〇
〇
二
二

　

神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
町
屋
町

　

電 

話　

０
４
５
‐ 
７
８
２

11
月
末
の
会
員
数

　

現
在
の
会
員
数
は
１
７
４
名
で
す
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州

ま
で
広
範
囲
で
す
。
会
員
名
簿
は
１
月
末
発
行
予
定
で
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
総
会
委
任
状
に
名
簿
希
望
と
お
書
き
下
さ
い
。
２
月
初
旬

発
行
の
総
会
報
告
書
と
同
封
し
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い　

　

二
〇
〇
八
年
度
の
会
費
納
入
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
同
封
の

郵
便
振
替
用
紙
に
て
お
振
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

    

賛
助
会
員　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　

    

夫
婦
会
員　
　

八
、
〇
〇
〇
円

　
　
　

    

一
般
会
員　
　

五
、
〇
〇
〇
円

郵
便
振
替
番
号

　

蓮
文
化
研
究
会  

０
０
１
７
０
‐ 

５
‐ 

６
０
８
７
０
８

蓮
の
Ｑ
＆
Ａ

　

０
２
８

　

中
国
的
、
藕
調
理
法
？

　

多
様
性
の
中
国
で
す
。
広
さ
は
日
本
の
２
６
倍
強
、
人
口
は
１
０

倍
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
国
に
は
、
そ
れ
こ
そ
星
の
数
ほ
ど
も
、
レ

ン
コ
ン
料
理
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ど
れ
が
「
中
国
的
」
か
、
正
直
な

と
こ
ろ
、
頭
が
痛
い
問
題
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
蓮
・
藕
・
荷
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
復
習
し
て
お
き
ま
す
。

古
く
か
ら
の
中
国
語
で
は
、
蓮
は
ハ
ス
の
花
を
、
藕
は
レ
ン
コ
ン
を
、

そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
日
で
は
、
荷
が
一
般
的
と
な

り
、
蓮
の
花
は
荷
花
で
す
（
特
に
北
方
で
）。
ま
た
藕
は
、
１
字
で

は
分
か
り
に
く
い
ら
し
く
、
話
し
言
葉
で
は
蓮
藕
が
多
い
で
す
。

　

蓮
藕
排
骨
湯
を
、
中
国
的
レ
ン
コ
ン
料
理
と
し
て
推
挙
し
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
ス
ペ
ア
リ
ブ
（
排
骨
）
と
レ
ン
コ
ン
を
炊
く
と
、
と

も
に
美
味
し
く
な
り
、そ
の
ス
ー
プ（
湯
）は
い
か
に
も
滋
味
に
富
む
、

と
い
う
印
象
だ
か
ら
で
す
。　

　

忘
れ
ら
れ
な
い
蓮
藕
排
骨
湯
は
、
武
漢
の
王
其
超
先
生
ご
夫
妻
宅

で
い
た
だ
い
た
も
の
（
写
真
）。

荷花世界の蓮料理
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け
が
な
い
の
で
、
自
力
で
実
を
飛
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
敗
荷
と
な
っ
て
枯
れ
残
っ
た
花
托
を
見
る
と
、
い
つ
の
間
に
か

実
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の

俳
諧
師
は
、
そ
の
蓮
の
実
が
花
托
か
ら
離
れ
て
落
ち
る
瞬
間
を
、「
飛

ぶ
」
と
見
立
て
た
の
で
し
ょ
う
。
自
然
描
写
と
し
て
の
「
落
つ
（
＝

落
ち
る
）」
で
は
、ご
く
当
た
り
前
の
表
現
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、「
飛
ぶ
」

と
い
う
見
立
て
に
は
、
蓮
の
実
の
生
命
感
や
躍
動
感
が
一
瞬
の
内
に

凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

俳
諧
（
俳
句
）
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
確
立
し
た
文
学
形
式
な
の

で
、
季
語
と
し
て
の
「
蓮
の
実
飛
ぶ
」
は
江
戸
時
代
以
降
の
表
現
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
古
典
和
歌
の
世
界
に
も
蓮
に
関
し

て
詠
ま
れ
た
作
品
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
「
蓮
」
と
「
露
」

（「
玉
」）
と
を
素
材
に
し
た
仏
教
的
な
和
歌
で
す
。
蓮
の
景
観
を
詠

じ
た
叙
景
歌
も
あ
り
ま
す
が
、
純
粋
に
「
花
」
の
美
し
さ
を
愛
で
る

と
い
う
詠
歌
は
な
い
（
少
な
い
）
よ
う
で
す
。「
蓮
の
実
」
を
詠
じ

た
和
歌
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
代
の
人
に
は
、「
蓮
の
実
」

に
寄
せ
る
思
い
が
希
薄
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
（
Ｄ
）。

　

０
３
２

　

蓮
の
実
は
食
べ
ら
れ
る
か
？

　
蓮
の
花
が
散
る
と
、
ま
だ
小
さ
な
花
托
だ
け
が
残
り
ま
す
。
花
托

の
な
か
の
受
精
し
た
雌
蕊
（
や
が
て
蓮
の
実
と
な
る
）
が
成
長
す
る

に
つ
れ
て
、
花
托
も
し
だ
い
に
大
き
く
な
り
、
２
週
間
ほ
ど
す
る
と

果
托
（
花
托
は
成
長
す
る
と
、
果
托
と
書
き
換
え
ま
す
）
の
な
か
の

実
が
成
熟
し
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
の
果
托
を
割
る
と
、
淡
い
緑
色
の
実
が
出
て
き
ま
す
。

そ
の
淡
い
緑
色
の
皮
を
剥
く
と
、白
色
の
実（
子
葉
）が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
「
蓮
の
実
」
で
、
生
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。
美
味
！
中
に
は
す

で
に
１
セ
ン
チ
ほ
ど
の
幼
芽
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
幼
芽
を
蓮
子
心
と
い
い
、
漢
方
薬
と
し
て
昔
か
ら
活
用
さ
れ
、

解
熱
や
健
胃
の
薬
効
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
蓮
子
心
を
湯
飲
茶
碗
に
５

〜
６
粒
入
れ
、
お
湯
を
注
い
で
、
蓮
茶
と
し
て
も
愛
飲
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
蓮
子
心
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
と
ち
ょ
っ
と
苦
い
で
す
が
、

良
は
口
に
苦
し
で
す
。

　

花
弁
が
散
っ
て
３
週
間
ほ
ど
す
る
と
実
が
熟
し
き
り
、
果
托
が
最

大
に
な
り
ま
す
。
中
の
実
は
淡
い
緑
か
ら
黒
褐
色
に
な
り
、
そ
の
外

皮
は
非
常
に
堅
く
な
り
ま
す
。
こ
の
外
皮
が
非
常
に
堅
い
た
め
、
内

部
の
子
葉
が
外
気
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
蓮
の
実
が
長
寿
を
保
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
よ
り
、
例
外
的
ご
馳
走
に
、「
蓮
子
美
食
大
餐
」（
写
真
、

１
９
９
９
年
、
白
河
）
が
あ
り
ま
し
た
。「
蓮
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、
大
ご

馳
走
」
と
で
も
名
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　

台
湾
の
中
南
部
に
あ
る
白
河
が
、
蓮
の
知
名
度
Ａ
で
あ
る
こ
と
は
、

資
料
な
ど
で
了
解
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
百
聞
は
一
見
に
、
で

し
た
。

　

日
本
の
農
協
に
あ
た
る
「
農
会
」
の
責
任
者
の
蘇
さ
ん
が
白
河
の

蓮
の
歴
史
や
現
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
（
方
言
の
た
め
、

チ
ト
苦
戦
）。

　

観
蓮
の
た
め
の
ブ
ー
ス
や
、
蓮
田
へ
の
案
内
を
し
て
も
ら
っ
た
後
、

仮
設
の
テ
ン
ト
へ
。

　

じ
つ
は
、
そ
の
方
向
か
ら
美
味
し
そ
う
な
匂
い
が
漂
っ
て
き
て
い

た
し
、
腹
の
虫
は
と
っ
く
に
動
き
だ
し
て
お
り
、「
蓮
子
美
食
大
餐
」

と
大
書
し
た
色
と
り
ど
り
の
旗
も
、
す
で
に
カ
メ
ラ
に
。　
　

　

蘇
さ
ん
の
合
図
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
た
ち
が
我
が
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
た
の
は
、
蓮
郷
喜
臨
門 

醋
レ
ン
コ
ン
な
ど
冷
菜
５
品

　

蓮
子
浴
翡
翠　

 

フ
カ
ひ
れ
入
り
蓮
の
実
ス
ー
プ

　

蓮
子
蒸
鱸
魚　

 

ス
ズ
キ
と
蓮
の
実
の
蒸
し
煮

　

蓮
子
春
巻
蝦 　

蓮
の
実
と
エ
ビ
の
サ
ン
ド

　

荷
葉
蓮
香
飯 　

具
だ
く
さ
ん
の
蓮
の
葉
ご
飯

　

蓮
花
浴
鳳
凰 　

地
ド
リ
丸
ご
と
中
華
う
ま
煮

な
ど
で
し
た
。
写
真
に
は
な
い
も
の
と
し
て
は
、苦
味
の
き
い
た
「
蓮

花
茶
」
や
、
甘
〜
い
蓮
の
実
ア
イ
ス
も
、
絶
品
で
し
た
！

　

台
湾
の
花
蓮
や
藕
料
理
に
つ
い
て
は
、
第
５
回
例
会
（
１
９
９
９

年
９
月
）
と
、
会
報
３
号
（
２
０
０
０
年
１
月
）
に
お
い
て
報
告
済

み
で
す
（
Ｇ
）。

　

０
３
１

　

蓮
の
実
は
、
飛
ぶ
か
？

「
蓮
の
実
飛
ぶ
」
が
季
語
と
し
て
俳
句
歳
時
記
に
載
っ
て
い
ま
す
。

松
尾
芭
蕉
と
同
時
代
の
人
に
そ
の
作
例
が
あ
り
、ま
た
、『
滑
稽
雑
談
』

（
１
７
１
３
年
）
に
は
、「
…
お
の
づ
か
ら
飛
出
る
な
り
。
…
」
と
評

さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
前
期
に
は
、
既
に
蓮
の
実
の
「
落
ち
る
」

さ
ま
が
「
飛
ぶ
（
飛
出
る
）」
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
て
、俳
諧
（
俳
句
）

の
世
界
で
は
俳
諧
師
（
俳
人)

の
知
る
表
現
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

植
物
体
と
し
て
の
花
托
に
は
、
鳳
仙
花
の
種
の
よ
う
に
バ
ネ
仕
掛

い
「
蓮
の
花
の
テ
ン
プ
ラ
」（
前
頁
の
写
真
）
や
「
ス
ズ
キ
の
蓮
の

葉
蒸
し
煮
」、
胃
袋
を
ト
コ
ト
ン
満
足
さ
せ
て
く
れ
た
「
蓮
の
実
と

シ
イ
タ
ケ
う
ま
煮
」「
具
だ
く
さ
ん
蓮
の
葉
ご
飯
」
な
ど
で
し
た
。

さ
す
が
「
食
は
広
州
に
あ
り
」
で
す
。
日
本
で
は
「
大
阪
の
食
い
だ

お
れ
」
と
い
い
ま
す
が
、
飲
食
に
か
け
る
情
熱
は
、
思
う
に
、
広
東

の
ほ
う
に
軍
配
が
上
が
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
惜
し
む
ら
く
は
、

６
月
の
広
東
で
は
、
最
高
気
温
が
す
で
に
30
度
以
上
も
あ
り
、
こ
ち

ら
の
食
欲
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
！
（
Ｇ
）。

　

０
３
０

　

台
湾
、
藕
調
理
法
？

　

０
２
９
の
「
広
東
的
、
藕
調
理
法
」
と
同
様
、
台
湾
で
一
般
的

蓮子美食大餐

- ３ -



　

明
治
の
初
期
に
な
り
、
中
国
か
ら
レ
ン
コ
ン
収
穫
用
の
品
種
が
輸

入
さ
れ
る
と
、
生
産
高
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

簡
単
で
美
味
し
い
レ
ン
コ
ン
料
理
を
一
品
。

　

新
鮮
な
レ
ン
コ
ン
の
第
一
節
を
、
厚
さ
約
１
ミ
リ
の
輪
切
り
に
し

ま
す
。
そ
れ
を
10
〜
20
秒
ほ
ど
熱
湯
を
か
け
る
か
、
熱
湯
に
浸
し

ま
す
。

　

最
初
は
白
っ
ぽ
か
っ
た
レ
ン
コ
ン
が
、
ほ
ど
な
く
透
き
通
っ
た

ら
、取
り
あ
げ
て
氷
水
に
入
れ
ま
す
。
冷
え
た
ら
水
分
を
よ
く
切
り
、

わ
さ
び
醤
油
で
食
べ
ま
す
。
名
づ
け
て
、「
レ
ン
コ
ン
の
刺
身
」。
簡

単
で
美
味
で
す
。
一
度
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
、
レ
ン
コ
ン
を
、
輪
切
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
縦
に

大
き
め
に
切
る
と
、
食
べ
た
と
き
に
糸
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
好

む
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
棒
な
ど
で
叩
い
て
つ
ぶ
し
て
か
ら
料
理
す

る
と
、
食
感
の
違
っ
た
レ
ン
コ
ン
が
楽
し
め
ま
す
（
Ｚ
）。

　

０
３
４

　

レ
ン
コ
ン
の
栄
養
価
は
？

　

レ
ン
コ
ン
は
比
較
的
安
価
で
あ
り
、
一
年
中
入
手
で
き
、
し
か
も

き
わ
め
て
栄
養
価
の
高
い
野
菜
で
す
。
幕
の
内
弁
当
の
煮
物
に
は
、

ほ
と
ん
ど
レ
ン
コ
ン
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ン
コ
ン
の
主
な
産
地
は
、
北
か
ら
茨
城
県
、
新
潟
県
、
石
川
県
、

愛
知
県
、
広
島
県
、
徳
島
県
、
山
口
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
ま
で
、

広
く
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
中
国
や
台
湾
な
ど
か
ら
、
現
地
で
加
工
さ
れ
た
も
の
が
大

量
に
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
日
常
的
に
摂
取
す
る
ほ
と
ん
ど
の
食
品
の
栄
養
成

分
を
分
析
し
た
も
の
が
、『
日
本
食
品
標
準
成
分
表
』（
科
学
技
術
庁

資
源
調
査
室
編
）
と
し
て
、
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　

最
新
の
も
の
は
、
２
０
０
１
年
に
５
訂
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
書
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
、
灰
分
、

無
機
質
、
植
物
繊
維
な
ど
に
つ
い
て
、
36
項
目
の
数
値
が
で
て
い
て
、

多
い
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

レ
ン
コ
ン
の
項
に
は
、「
生
の
レ
ン
コ
ン
と
ゆ
で
た
レ
ン
コ
ン
」

の
数
値
が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
レ
ン
コ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
成
分
は
、
可
食
部

で
水
分
が
約
82
％
、
残
り
は
炭
水
化
物
約
16
％
、
た
ん
ぱ
く
質
が
約

２
％
、
繊
維
質
は
約
１
％
な
ど
で
す
。
ま
た
、
レ
ン
コ
ン
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
特
に
カ
リ
ウ
ム
、
リ
ン
、
繊
維
質
を
多
く
含
む
栄

養
豊
か
な
野
菜
で
す
（
Ｚ
）。

な
レ
ン
コ
ン
が
入
手
で
き
る
し
、そ
の
調
理
方
法
も
簡
単
だ
か
ら
で
す
。

　

レ
ン
コ
ン
が
古
く
か
ら
、
蔬
菜
や
生
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
や
『
肥
前
国
風
土
記
』
に
、「
蓮
根
は

た
い
へ
ん
お
い
し
く
、
他
で
は
味
わ
え
な
い
、
病
人
が
こ
の
蓮
根
を

食
べ
る
と
、
早
く
な
お
る
」
と
出
て
い
る
通
り
で
す
。

　

レ
ン
コ
ン
が
蔬
菜
と
し
て
盛
ん
に
生
産
さ
れ
る
の
は
、
文
献
上
で

は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
す
。
江
戸
期
に
は
何
度
か

大
飢
饉
が
あ
り
、
そ
ん
な
時
に
は
、
蓮
の
葉
か
ら
根
ま
で
（
じ
つ
は

レ
ン
コ
ン
は
蓮
の
茎
で
、
本
当
の
根
は
、
節
と
節
の
間
か
ら
出
て
い

て
、
と
て
も
細
い
）
食
べ
た
と
、『
救
荒
本
草
略
説
』（
嘉
永
年
間
）

に
出
て
い
ま
す
。

　

中
国
や
台
湾
で
は
、
こ
の
蓮
の
実
を
採
取
し
て
、
人
の
手
で
皮
を

取
り
、
幼
芽
を
取
り
去
っ
た
も
の
を
、「
蓮
の
実
」
と
し
て
商
品
に

し
て
い
ま
す
。
中
華
料
理
に
欠
か
せ
な
い
食
材
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

を
粉
に
し
て
「
蓮
子
粉
」
と
し
て
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
中
国
で
は
、
蓮
の
実
を
収
穫
す
る
品
種
の
改
良
が
盛
ん
で
、

い
ろ
い
ろ
な
品
種
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
空
蓮
が
そ
の
代
表
で
、

江
西
省
広
昌
県
は
最
大
の
生
産
地
で
す
（
Ｚ
）。

　

０
３
３

　

日
本
的
、
蓮
根
調
理
法
は
？

　

日
本
人
は
レ
ン
コ
ン
が
大
好
物
で
す
。
ほ
と
ん
ど
一
年
中
、
新
鮮

青味の残る、若い蓮実

刺身レンコン
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